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Purpose：This study investigated the relationship of the content of consumed food and nutrients 
and eating patterns to mental health, as well as the differences in these relationships when people 
are classified by gender and age.  
Methods：The subjects were 207 people living in Sapporo City and the surrounding areas, including 
male and female residents. The study period was from July 2012 to April 2013. Mental Health Pattern 
(MHP), a brief self-administered diet history questionnaire, and an eating pattern survey were 
used. Individual MHP scores and food and nutrition intake amounts were analyzed using Pearson’s 
correlation coefficient, and a multiple regression analysis was performed with the MHP score as 
the dependent variable.  
Results：The overall results for all 207 people of the multiple regression analysis, with 
nutritional intake as the independent variable and individual MHP scores as the dependent variable, 
indicated that folic acid (β = 0.15), daidzein (β = -0.27), zinc (β = 0.16), and saturated fatty 
acid (β = -0.15) were significant variables (p < 0.05). In a comparison by gender and age, young 
men were found to have higher Stress Check List(SCL) scores than the other groups (p < 0.05).  
Discussion：The results of the study suggest that a dietary pattern of not eating midnight snacks, 
high zinc intake, high folic acid intake, and low saturated fatty acid intake is related to a state 
of good mental health. 
Conclusion：Dietary pattern and the intake amounts of food and nutrients are clearly related to 
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ける 2012 年度、2013 年度の参加者と T クリニッ
クフォローアップ参加者合計 165 名を対象とした。
調査日に欠席した者を除き、男性 29 名（平均年齢
±標準偏差: 62.9±10.1 歳）、女性 113 名（平均
年齢±標準偏差: 59.6±7.7 歳）の合計 142 名（年
齢 40～69 歳）から回答を得た（回収率 86％）。 
また、H大学の学生で、全学共通科目を 2012 年
度に履修した者を対象とし、研究協力に同意した
126 名に調査用紙を配布し、男性 41 名（平均年齢
±標準偏差: 19.0±0.7 歳）、女性 24 名（平均年
齢±標準偏差: 19.1±1.1 歳）の合計 65 名（18～










ルスパターン診断検査（Mental Health Pattern : 
MHP）を使用した。MHP は、ストレス度（Stress Check 
List:SCL）として「こだわり」「注意散漫」「対人
回避」「対人緊張」「疲労」「睡眠・起床障害」の６




SCL 得点は、30 点から 120 点の範囲で点数が低
いほどストレスが少なく、精神的に健康な状態を
表し、QOL 得点は 10 点から 40 点の範囲で、高い
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に MHP を得点化し、QOL 得点が低く SCL 得点が高
い「へとへと型」を１点と配点し、QOL 得点が低
く SCL 得点が低い「だらだら型」を２点、QOL 得
点が高く SCL 得点が高い「ふうふう型」を３点、






















は４月の Tクリニック開催時、ならびに 2012 年度
11月の過年度修了者を対象としたTクリニックフ
ォローアップ時に行った。H大学の学生の調査は、
「健康科学」講義第１回目の 2012 年９月 27 日に調








（18-23 歳; n=41）、男性中高年群（40-69 歳; n=29）、
女性青年群（18-23 歳; n=24）、女性中高年群（40-69
歳; n=113）の４群とし、青年は 18 歳～23 歳、中








う対馬の見解に従った 25)。食パターンが MHP 各得
点にどのような影響を与えているか推論するため
に数量化理論Ⅰ類で検定を行った 26)。MHP 得点は、


















































表１   群別の身体特性と食パターンの比較（n=207) 
 
年齢、BMI は平均値±標準偏差で表し、4 群間におけるの平均値の差の検定は一元配置分散分析で行った。一元配置分散分析で
群間に有意差が認められた場合は Tukey 法で多重比較検定を行った。 
その他の数値は人数（%）で表しχ2 検定を行った。 
n.s=not significant     **p＜0.01 
群分けは、①男性青年群 ②男性中高年群 ③女性青年群  ④女性中高年群とした。 
① ① ③ ③
vs vs vs vs
② ④ ② ④
いつも食
べている
194 ( 94 ）36 ( 88 ）26 ( 90 ） 24 ( 100 ）108 ( 96 ）
ほとんど
食べない
13 ( 6 ） 5 ( 12 ） 3 ( 10 ） 0 ( 0 ） 5 ( 4 ）
いつも食
べている
158 ( 76 ）33 ( 80 ）20 ( 69 ） 19 ( 79 ） 86 ( 76 ）
ほとんど
食べない
49 ( 24 ） 8 ( 20 ） 9 ( 31 ） 5 ( 21 ） 27 ( 24 ）
いつも食
べている
94 ( 45 ）26 ( 63 ）10 ( 34 ） 5 ( 21 ） 53 ( 47 ）
ほとんど
食べない
113 ( 55 ）15 ( 37 ）19 ( 66 ） 19 ( 79 ） 60 ( 53 ）
3食食べ
ている
72 ( 35 ）15 ( 37 ） 8 ( 28 ） 11 ( 46 ） 38 ( 34 ）
3食食べ
ていない
135 ( 65 ） 26 ( 63 ）21 ( 72 ） 13 ( 54 ） 75 ( 66 ）
(n=113)
25.86±3.28 19.76±2.30
①青年 ②中高年 ③青年 ④中高年
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図内の数字は人数(％), n.s=not significant (Fisher の直接確率計算法) 
図１ 群別における MHP の割合 
 











従属変数：SCL 得点  B：偏回帰係数 R：重相関係数 R2：決定係数 
*p＜0.05 
 















従属変数：MHP 得点  B：偏回帰係数 R：重相関係数 R2：決定係数 
*p＜0.05 
アイテム カテゴリ B 度数
朝食摂取状況 毎日食べている 0.00 194 0.17 *
ほとんど食べていない 9.32 13
間食摂取状況 毎日食べている 0.00 158 -0.04
ほとんど食べていない -1.33 49
夜食摂取状況 毎日食べている 0.00 94 -0.14 *
ほとんど食べていない -3.816 113
主食主菜のある食事の ３食食べている 0.00 72 -0.04










アイテム カテゴリ B 度数
朝食摂取状況 毎日食べている 0.000 194 -0.105
ほとんど食べていない -0.507 13
間食摂取状況 毎日食べている 0.000 158 0.048
ほとんど食べていない 0.135 49


















































表４  栄養素・食品摂取量と QOL 得点,SCL 得点及び MHP の 
相関（n=207) 
 
*p＜0.05  **p＜0.01   E=1000kcal 
 
ｒ ｒ ｒ
たんぱく質エネルギー比 (%/E) 0.09 -0.23 ** 0.13
カリウム (mg/E) 0.12 -0.14 * 0.10
カルシウム (mg/E) 0.06 -0.18 * 0.07
マグネシウム (mg/E) 0.12 -0.23 ** 0.14 *
リン (mg/E) 0.09 -0.22 ** 0.11
鉄 (mg/E) 0.14 * -0.19 ** 0.13
亜鉛 (mg/E) 0.13 -0.20 ** 0.16 *
銅 (mg/E) 0.17 * -0.25 ** 0.18 **
ビタミンD (μg/E) 0.04 -0.18 ** 0.04
ビタミンK (μg/E) 0.14 * -0.23 ** 0.16 *
ビタミンB2 (mg/E) 0.08 -0.15 * 0.07
ナイアシン (mg/E) 0.03 -0.16 * 0.07
ビタミンB6 (mg/E) 0.13 -0.17 * 0.11
ビタミンB12 (μg/E) 0.05 -0.21 ** 0.09
葉酸 (μg/E) 0.16 * -0.14 * 0.14 *
パントテン酸 (mg/E) 0.12 -0.22 ** 0.10
ビタミンC (mg/E) 0.15 * -0.07 0.12
飽和脂肪酸 (g/E) -0.14 * 0.03 -0.13
総食物繊維 (g/E) 0.11 -0.17 * 0.10
ショ糖 (g/E) -0.14 * 0.07 -0.07
ダイゼイン (mg/E) 0.09 -0.30 ** 0.12
ゲニステイン (mg/E) 0.09 -0.30 ** 0.12
n-3系脂肪酸 (g/E) 0.03 -0.21 ** 0.09
δトコフェロール (mg/E) -0.01 -0.21 ** 0.09
いか・たこ・えび・貝 (g/E) 0.09 -0.11 0.19 **
骨ごと魚 (g/E) 0.09 -0.11 0.14 *
干物 (g/E) -0.05 -0.15 * -0.03
脂がのった魚 (g/E) 0.01 -0.17 * 0.05
とうふ・油揚げ (g/E) 0.10 -0.21 ** 0.12
納豆 (g/E) 0.03 -0.24 ** 0.10
生のレタス・キャベツ (g/E) 0.05 -0.18 * 0.18 *
緑葉野菜 (g/E) 0.16 * -0.07 0.17 *
洋菓子 (g/E) -0.10 0.14 * -0.10
和菓子 (g/E) -0.19 ** 0.08 -0.08
ｱｲｽｸﾘｰﾑ (g/E) -0.21 ** 0.10 -0.21 **
そば (g/E) 0.12 -0.15 * 0.15 *
ラーメン (g/E) -0.07 0.25 ** -0.12
パスタ類 (g/E) -0.14 * 0.08 -0.12
コーラ (g/E) -0.02 0.16 * -0.05
100％ジュース (g/E) 0.01 0.15 * 0.02
煮魚 (g/E) 0.11 -0.17 * 0.23 **
揚げ物 (g/E) -0.11 0.25 ** -0.10
かき (g/E) 0.13 -0.14 * 0.16 *
調理食塩 (g/E) 0.08 -0.06 0.20 **
調理油 (g/E) -0.06 0.20 ** -0.02
調理砂糖 (g/E) 0.10 -0.09 0.20 **
QOL得点 SCL得点 MHP得点
Pearson の相関係数（ｒ）
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４．性年齢階層別における食事と MHP の関連 
１）性年齢階層別４群間における栄養素・食品摂























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































表７ 男性青年群の栄養素・食品摂取量と QOL 得点、SCL 
得点及び MHP 得点の相関（n=41) 
 
*p＜0.05   E=1000kcal 
 
表８ 男性中高年群の栄養素・食品摂取量と QOL 得点,SCL
得点及び MHP 得点の相関(n=29) 
*p＜0.05  **p＜0.01   E=1000kcal 
Pearson の相関係数（r） r r r
脂質エネルギー比 (%） -0.37 * 0.04 -0.24
飽和脂肪酸 (g/E) -0.38 * 0.06 -0.32 *
一価不飽和脂肪酸 (g/E) -0.35 * 0.05 -0.22
多価不飽和脂肪酸 (g/E) -0.32 * 0.03 -0.15
n-6系脂肪酸 (g/E) -0.33 * 0.06 -0.15
γトコフェロール (mg/E) -0.31 * 0.07 -0.12
δトコフェロール (mg/E) -0.33 * 0.08 -0.12
きのこ (g/E) -0.39 * 0.14 -0.22
ｱｲｽｸﾘｰﾑ (g/E) -0.32 * 0.04 -0.31 *
紅茶・ウーロン茶 (g/E) 0.33 * 0.02 0.18
コーヒー (g/E) -0.40 ** 0.38 * -0.18
めし (g/E) 0.32 * -0.11 0.23
揚げ物 (g/E) -0.32 * 0.43 ** -0.21
煮物 (g/E) -0.24 0.43 ** -0.16
しょうゆ量 (g/E) -0.12 0.31 * -0.07
かき (g/E) 0.32 * -0.26 0.21
調理油 (g/E) -0.38 * 0.25 -0.18
QOL得点 SCL得点 MHP得点
Pearson の相関係数（r） r r r
ショ糖 (g/E) -0.36 0.49 ** -0.32
クリプトキサンチン (μg/E) 0.47 ** -0.01 0.35
豚肉・牛肉 (g/E) 0.18 0.45 * 0.14
納豆 (g/E) -0.10 -0.38 * -0.03
トマト (g/E) -0.01 0.49 ** -0.03
洋菓子 (g/E) -0.31 0.44 * -0.21
柑橘類 (g/E) 0.44 * -0.44 * 0.30
かき・いちご (g/E) 0.23 -0.40 * 0.16
そば (g/E) 0.38 * -0.14 0.23
ラーメン (g/E) -0.15 0.37 * -0.21
緑茶 (g/E) 0.09 0.37 * 0.15
100％ジュース (g/E) 0.14 0.60 ** 0.16
ハンバーグ (g/E) 0.37 * -0.14 0.40 *
炒め物 (g/E) 0.09 0.48 ** 0.11
QOL得点 SCL得点 MHP得点
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（４）女性中高年群の栄養素・食品摂取量
と MHP の関連 
女性中高年群の栄養素・食品摂取量と
MHP 各得点について行った単相関分析の結

































表９ 女性青年群の栄養素・食品摂取量と QOL 得点,SCL 
得点及び MHP 得点の相関(n=24)    
*p＜0.05 **p＜0.01   E=1000kcal 
 
表10 女性中高年群の栄養素・食品摂取量と QOL 得点,SCL
得点及び MHP 得点の相関(n=113) 
*p＜0.05  **p＜0.01   E=1000kcal 
Pearson の相関係数（r） r r r
カルシウム (mg/E) 0.54 ** 0.03 0.54 **
リン (mg/E) 0.37 0.03 0.44 *
低脂肪乳 (g/日) (g/E) 0.63 ** -0.05 0.43 *
脂がのった魚 (g/E) -0.42 * 0.07 -0.29
漬物（緑葉野菜） (g/E) -0.05 0.54 ** 0.04
漬物（緑黄色野菜以外） (g/E) -0.04 0.57 ** 0.08
パン (g/E) 0.33 -0.07 0.44 *
ラーメン (g/E) -0.13 0.42 * -0.14
しょうゆの量 (g/E) 0.18 -0.43 * 0.21
QOL得点 SCL得点 MHP得点
Pearson の相関係数（r） r r r
ナトリウム (mg/E) 0.13 -0.21 * 0.18
カリウム (mg/E) 0.20 * -0.03 0.11
マグネシウム (mg/E) 0.23 * -0.12 0.17
鉄 (mg/E) 0.25 ** -0.14 0.17
亜鉛 (mg/E) 0.18 -0.16 0.20 *
銅 (mg/E) 0.28 ** -0.18 0.23 *
レチノール当量 (μg/E) 0.19 * -0.12 0.12
ビタミンK (μg/E) 0.21 * -0.17 0.19 *
ビタミンB1 (mg/E) 0.19 * -0.05 0.11
ビタミンB6 (mg/E) 0.22 * -0.06 0.12
葉酸 (mg/E) 0.23 * -0.06 0.16
総食物繊維 (g/E) 0.19 * -0.05 0.09
食塩相当量 (g/E) 0.13 -0.21 * 0.18
ダイゼイン (mg/E) 0.16 -0.23 * 0.15
ゲニステイン (mg/E) 0.16 -0.23 * 0.15
いか・たこ・えび・貝 (g/E) 0.13 -0.11 0.24 *
いも (g/E) 0.23 * 0.01 0.07
漬物（緑葉野菜） (g/E) 0.25 ** -0.14 0.21 *
漬物（緑黄色以外） (g/E) 0.02 0.20 * -0.11
緑葉野菜 (g/E) 0.21 * -0.04 0.20 *
アイスクリーム (g/E) -0.29 ** 0.12 -0.21 *
砂糖 (g/E) 0.11 -0.20 * 0.24 **
煮魚 (g/E) 0.16 -0.13 0.25 **
しょうゆの量 (g/E) -0.02 -0.19 * 0.13
調理食塩 (g/E) 0.16 -0.14 0.28 **
調理砂糖 (g/E) 0.16 -0.16 0.27 **
QOL得点 SCL得点 MHP得点
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群（40-69 歳; n=113）の 4群に分け、BMI の群間
比較を行ったところ、女性青年群の BMI は女性中
高年群、男性中高年群に比べ低かった（表１）こ
とから、平成 25 年国民健康栄養調査結果 20)と同
様に若年女性のやせを示唆する結果であった。 
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